
教育旅行ふくい

（特非）　能登里山里海マイスターネットワーク

SDGsをテーマとした探究型学習プログラ
ムの開発と実践・普及活動

映像制作を通じたGIAHS継承・発信
プロジェクト

 福井県

 石川県

活動地域

活動地域

開発したSDGs
プログラム数 5 個

実践した学校数 2 校

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 80 ％

制作した作品数 3 本
取材対象の
GIAHS構成資産 6 個

今年度計画の達成度 100 ％

目標達成度 100 ％

実 践

はじめる助成

1年目

知識の提供・普及啓発

はじめる助成

1年目

活動内容と成果
● 自然体験活動の専門家の指導を受け、SDGsを
テーマにした探求型学習プログラムを5プログラ
ム開発した
● 学校でのプログラムの実践活動を2校（高校1校、
中学校1校）実施できた。また、小・中学生も含めた
実践活動を3回行うことができた
● プログラムを紹介するパンフレットの作成するこ
とができ、関西への広報活動を行うことができた

活動内容と成果
● 能登地域の高校生55人が里山里海で生業を行う地域
の担い手を訪問し、事業者との対話や体験ワーク
ショップに参加した
● 能登の里山里海を利活用する地域事業者の取組みや
外浦の海洋ゴミモニタリング活動を題材としたド
キュメンタリー映像3作品の制作を行った
● 能登と交流のある同じく世界農業遺産認定地域、佐
渡とみなべ・田辺を結び、それぞれの地域で作られた
映像作品（能登地域は本助成金で制作）を上映し、対
談や意見交換を行うオンライン上映会を実施した。
43人（オンライン30人、会場13人）が視聴した

課　題
体験プログラムにSDGsのターゲットを結び付けただ
けのものが多く、体験を通じてSDGsの目標がそれぞれ
の生徒の自分事に落とし込められるプログラムが少な
い。

目　標
SDGsのターゲット目標をローカルな視点で学び・考
え・実践する探究型学習プログラムを開発することで、
SDGsの理解促進を図り、SDGsの達成に寄与してい
く。

課　題
世界農業遺産「能登の里山里海」認定地域における生物
多様性や希少種の保全に対する関心、様々な取組みの
認知はいまだ低く、伝統的な農林水産業の後継者不足
が課題である。

目　標
能登の里山里海の風景や生活の知恵の映像記録・情報
発信・本事業に関わった学生や社会人などが、生物多様
性の保全、GIAHSやSDGsについての理解を深め関係
人口となる。

〒910-2464 
福井県福井市中手町30-1
電話：0776-93-2335
E-mail：info@e-kyouiku.org

〒927-1204 
石川県珠洲市蛸島町1097番地3
E-mail：info@noto-meister.org
HP：https://www.facebook.com/notosatoyamasatoumimeisternetwork/

プログラム開発（森林の活用）の様子プログラム開発（森林の活用）の様子

今回制作した映像作品の撮影風景今回制作した映像作品の撮影風景

プログラム開発プログラム開発
（竹の活用）の様子（竹の活用）の様子

オンライン上映会オンライン上映会
（能登会場）の様子（能登会場）の様子

開発したSDGsプログラムをブラッシュアップし、ローカルな視点でSDGsの達成
への実践ができるようなプログラムとしていくとともに、福井県内の他の団体と
も連携をし、多様なプログラムを開発し、提供していく。

今回、制作した映像作品をより多くの人に見てもらえるようYouTubeやSNSでも
配信・告知するとともに、里山里海の生業に関わる人材育成プログラムにも映像を
活用してもらえるように働きかけたい。

今後の
展望

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
新型コロナウイルス感染症の影響で
参加者募集に苦労したが、対象を広
げることで活動を行うことができ
た。

■工夫した点
広報活動を積極的に行うことで、実
践する学校を増やすことができた。

■苦労した点
新型コロナウイルス禍でイベントの
スケジュールや実施、開催形式の調
整に苦労し、当初の計画からの変更
を余儀なくされた。

■工夫した点
イベント参加者を広く募るため、
SNSやPeatix（イベント告知サイ
ト）、プレスリリースを作成し、イベ
ント告知を行った。
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